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１．研究計画の概要 
 本研究は、ヒト特有の認知機能の進化史的、
生物学的基盤を解明するため、ヒトを含む霊
長類の認知機能を実証的に比較することを
目的とした。とくに、発達の視点を重視し、
ヒトの認知機能の成り立ちをあきらかにす
る探るアプローチから研究を進めてきた。具
体的には、ヒトという種に特有とみなされて
きた発達初期の認知能力を異種間で実証的
に比較し、どの部分がヒト以外の霊長類と共
通し、どの部分がヒト独自のものなのかを客
観的データで示す試みをおこなってきた。 
 本研究課題において注目したのは、さまざ
まな感覚情報（視覚、聴覚など）を「柔軟に」
統合させ、さらに身体運動へと変換させる認
知能力である。これまでの研究で、こうした
感覚－運動変換システムは、ヒトが進化の過
程で独自に獲得してきた種特有の能力であ
ることがわかってきた。たとえば、ヒトは生
まれながらに他者の表情のいくつかを自分
の表情として模倣できる。しかし、こうした
発達初期の感覚統合―運動変換能力は、すで
にこの時点で種特有のものであるのか、ある
いは、他の霊長類も共有する時期があるのか
についてはほとんどわかっていない。 
 こうした問題を解明すべく、本研究課題で
は、ヒトとチンパンジーを主たる対象として、
胎児期から新生児期、乳児期にかけての感覚
統合―分化と運動変換能力の発達過程を実
証的に比較してきた。得られたデータにもと
づき、両種の類似性、差異性を示すことで、
ヒトの知的特性の発達とその機構を明らか
にする試みを続けてきた。 

２．研究の進捗状況 
これまでのおもな成果は、以下の３点にまと
めることができる。 
(1)胎児期の自己受容感覚－運動システムの
比較認知科学的検討 
 四次元超音波画像診断装置（エコー）を用
いて、ヒトとチンパンジーの胎児（妊娠中期
～後期）の行動観察をおこなった。ヒトは、
妊娠中期より上肢の運動と口唇部の運動と
を協調させ、手を口に到達させることがわか
った。チンパンジー胎児は、ヒト胎児に比べ、
胎内での身体運動の頻度が少なく、また、手
―口の協調運動もほとんどみられなかった。 
(2) ヒト胎児における聴覚－運動システム 
 エコーを用いて、妊娠２４－３０週齢（妊
娠中期）のヒト胎児に聴覚刺激を提示し、そ
のときの身体運動を観察した。ヒト胎児は、
母親の音声言語が聞こえた場合にのみ、自己
の口唇部運動（口の開閉）を活性化させるこ
とがわかった。他方、見知らぬ女性の音声を
聞かせても、そうした反応はみられなかった。
個体と自己身体のマッピング能力の萌芽が、
胎児期にみられる可能性が示唆された。 
(3) 乳児期における自己の行為経験が他個
体の行為の知覚に与える影響 
 生後１年未満のヒト乳児およびチンパン
ジーの成体を対象に、自己の行為経験が、他
個体の行為の知覚にどのような影響を与え
るか調べた。目を目隠しで覆う行為経験をヒ
ト乳児とチンパンジーに施した（目隠し経験
あり群。あとの半数は経験なし［統制］群）
後、同じ目隠しをしたモデルによる①目隠し
をしているのにゴールに達成する不自然な
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行為（ジュースをコップに注ぐ）と、②目隠
しをしているからゴール達成に失敗する自
然な行為（ジュースをコップに注ごうとする
がこぼす）の２映像を同時に提示した。各映
像に対する注視時間等の反応を分析すると、
目隠し経験をしたヒト乳児は、他個体の行為
を適切に理解した。他方、経験なし群では、
他個体の行為の理解が促進されなかった。チ
ンパンジーとの比較では、チンパンジーが注
意を向けるのは、おもにモデルが操作する物
であり、ヒト乳児がみせるようなモデルの身
体運動への注意はほとんどみられなかった。
ヒトでは、他個体の行為の知覚は、自己の身
体経験によって変化することがわかった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 ２．にあげた成果については、国際誌に掲
載、あるいは現在投稿中である。また、複数
の著書や講演等にて公表する活動もおこな
っており、着実に計画を遂行できているとい
える。 
 ただし、平成 19 年度予定のチンパンジー
新生児を対象としていた実験は、チンパンジ
ーの妊娠時期が遅れたため、開始時期が次年
度にずれこんだ。また、平成 21 年度には世
界規模の新型インフルエンザの流行拡大に
ともない、大学の方針にしたがい、ヒト乳児
を対象とした研究を 6か月間延期せざるを得
なかった。生体を対象とする研究の性質上、
こうした問題、アクシデントは不可避なもの
ではあるが、4 年間という限られた時間の中
で、当初の計画遂行のレベルにできるだけ到
達するために、最終年度となる 22 年度は加
速度的に研究を遂行する必要がある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度となる 22 年度は、前年度に計画
していたヒト乳児を対象とした実験予定（6
か月分）を 8 月末日までに完了させる必要が
ある。対応策としては、実験補助員の増加、
実験刺激作成の依頼など、謝金支出枠を最大
限生かし、データ収集をできるだけ効率的に
おこなう予定である。 
 また、本研究課題の 4年間の成果をまとめ
るにあたり、一般向けの単の執筆を予定して
いる。本課題の成果と意義を広く社会に還元、
説明するための活動にも力を注ぎたい。 
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